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■ 施工にあたって
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イーストルーフ シルバー施工要領

当商品は屋根の下葺きシート材としてお使い下さい。また、透湿性をもつシートですので、上葺き材の下に通気を

保つための工法とし、湿気の排出が十分にできるようにして下さい。

　注：瓦施工時、流れ桟・瓦桟を施工する際には必ずビスをお使い下さい。(釘は使用しないで下さい)

　　　また、ビス打ちは必ず流れ桟と瓦桟が交差する箇所でお使い下さい。

　　　鋼板葺き、シングル葺きの場合は副資材の「通気マット」をお勧めします。

・野地面に釘など突起物がないか確認を行い、平滑を確認のうえ施工して下さい。

・屋根勾配は基本的に3寸以上でご使用下さい。

・作業にあたっては服装、滑らない靴などの着用を行い安全対策には十分ご配慮下さい。

・保管にあたっては施工性保持のため、横置きまたは耳(重ねしろ)部分にご配慮下さい。

■ 切断方法

・切断部分に定規などを使いカッターで切断して下さい。

■ 止め方法

・ステープル打ちで留めて下さい。重ね部分と周囲は200mm程度間隔とします。その上から防水テープ(アクリル白

　色系)留めをして下さい。(シートに傷が付いた場合は防水テープかコーキングで補修をして下さい)

　　注：留めつけ(仮留め)は、作業の安全面や作業効率から必要に応じて行うべきもので、むやみに多数のステープ

　　　　ルを打ち込むことは、下葺き材を貫通する孔が増えるだけで防水機能面では好ましくありません。屋根下葺き

　　　　面に雨水が浸入した場合、ステープル留めつけ部分がピンホールとなりやすく繰り返し浸入した雨水が滞留

　　　　して漏水する恐れがあります。

　・施工後は強風によりシートが剥がれる恐れがありますので、十分な風対策を行って下さい。

　・上葺き前の台風、大雨(ゲリラ豪雨)等の天候の悪い日の養生は、上にシートを掛けて下さい。

■ 上葺き期限

・イーストルーフシルバーを施工後10日以内に屋根上葺き材の施工を行って下さい。

■ 葺き方
・横張りとし軒先から葺き始め、隣接する重ね合わせ部分は左右方向(横方向)は200mm以上、上下方向(流れ方向)

　は100mm以上重ね合わせて下さい。

■ 廃棄方法

・当商品を廃棄する場合は、産業廃棄物になりますので「産業廃棄物処理及び清掃の関する法律」に基づき適切な

　処理を行って下さい。また、ポリプロピレンのため焼却時には有毒なガスは発生しません。

■ 参考施工納め方法

軒先から平行に葺きはじめ重ね部は長手方向200mm以上、幅方向(流
れ方向)100mm以上として下さい。

谷部の両端を200mm以上振り分けて重ね貼りをして下さい。

谷部は比較的雨水がたまりやすく漏水を起こしやすい部位である
ため、二重ぶきをして下さい。

はじめに、下ぶき「増し張り」を行って下さい。
谷に沿って敷きこみ、その上にイーストルーフシルバーを施工
します。

◆一般部 ◆軒先部

◆谷部 ◆棟部

はじめに、下葺き「増し張り」を行って下さい。
その上にイーストルーフシルバーを施工して下さい。
幅方向のジョイントが棟部より200mm以上にして下さい。

◆隅棟部

はじめに、下葺き「増し張り」を行って下さい。
隅棟部は下葺き材の破断が起きやすいため二重ぶきをして下さい。
イーストルーフシルバーを充分に重ね合わせて下さい。

◆壁立ち上がり部

300mm以上を立ち上げて下さい。

注意：上記の納め方法は一般的な基本によるものであり参考として下さい。
　　　なお、必要に応じ地域性による安全な方法を検討して下さい。

ステープル打込み位置

遮熱

通気・湿気

遮熱

遮熱

両面テープ(幅150mm)の上へアウトインコーナー、イーストルーフ
シルバーを施工します。

・当商品は遮熱効果をもたせる為に表面にポリプロピレンアルミ蒸着フィルム処理をしています。瓦葺き屋根などで　  

　使用されている、なんばん・しっくいからは雨水等と共に強いアルカリ成分が流れ出ることがあります。強いアルカ

　リ液は、シート表面のアルミ蒸着を溶かす恐れがあります。防水性には全く影響はありませんが、強いアルカリ性　  

　を含む雨水がシートに触れないよう施工には十分ご注意下さい。(施工性に優れ、メンテナンスの容易な乾式工法

　をお奨めします)

■ 施工上の注意

※通気メタル使用時納まり


